
畑
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会

、
自

串

の

■

し

古
代
を
忍
ぶ
一
国
分
寺
一
・
太
古
か
ら
具
湧
水
群
一

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
（
日
）

■

第
四
四
四
回
史
跡
め
ぐ
り

■ロ

を
し
て
一
江
戸
東
京
の
建
物
一
壱
楽
し
む

■

Ｕ

●

一

郭．｡.、･
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●

■
●
口

画

ｑ
４
的
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Ｊ
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ｌ
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１
１
１
１
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●
日
時
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
（
日
）
雨
天
決
行

●
案
内
者
常
任
理
事
篠
原
陸
郎

●
参
加
費
四
、
八
○
○
円
（
交
通
費
・
昼
食
代
・
入
館
料
・
保
険
料
・
資
料
代
な
ど
）

●
集
合
午
前
八
時
Ｊ
Ｒ
南
越
谷
駅
前

第
四
四
四
回
史
跡
め
ぐ
り

古
代
を
偲
ぶ
「
国
分
寺
」
・
太
古
か
ら
の
「
湧
水
群
」

そ
し
て
「
江
戸
東
京
の
建
物
」
を
楽
し
む

同＝貢

ＪＲ南越谷駅

（ＪＲ武蔵野線）

西国分寺駅

》
園
悪
確
言
》
惑
陛
窪
麺
誼
塞
〆
命
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
国
分
寺
（
武

》
蔵
国
分
寺
）
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

》
鵬
半
鐘
跨
鍬
轟
需
》
》
華
一
瞬
蝿
誇
識
淵
峠
壁
癖
ん
一
建
唾
窪
鍬
が

《
垂
弱
一
一
』
郵
嘩
邦
津
陀
一
佳
密
魂
確
錘
釦
一
『
亀
”
祥
）
に
値
す
る

》
怨
喧
津
錘
峨
邪
嘘
応
函
鑑
缶
黄
金
の
弁
」
や
「
こ
が
れ
井
』
と

徒
歩

○武蔵台遺跡雌魁繕飾

○塚跡

○農棒鰐跡

○農蕊蒼鵠

○織菌雰儲跡

○織薗騨跡(金堂跡）

○〃（七重塔跡）

○現・国分寺（本堂）

○〃（楼門）

○〃（仁王門）

○〃（薬師堂）

○おたかの道雛箇

○武蔵国分寺跡史料館

○お侭の道.雌の池鮒騨

○不動橋

○都立鮮蓉芦庭園

【昼食】

ハ、

Ｉ

国分寺駅

（ＪＲ）

武蔵小金井駅

（バス）

○江戸東京たてもの園

（バス）

武蔵小金井駅

国分寺駅乗換（ＪＲ）

南越谷駅

帰着南越谷駅（午後６時半頃）

Ｖノ
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道

寺跡（金堂跡）

寺

寺（仁王門）

道湧水閲

・真姿の池湧水群

谷戸庭園

散
策
脇
Ｉ
卜

ｔｏ

〔



皿○
四
千
年
前
も
住
宅
地
だ
っ
た

・
都
営
府
中
武
蔵
台
二
丁
目
第
二
ア
パ
ー
ト
で
は
、
建
設
に
先
立
っ
て
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
澗
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
数
多
く
の
住
居
跡
や
土
器
・

石
器
な
ど
の
道
具
が
発
見
さ
れ
、
武
蔵
台
東
遺
跡
と
翁
付
け
ら
れ
た
。

え
か
ぷ
み
か
た
し
舎
沖
し
じ
心
う
き
よ
め
と

・
こ
こ
に
あ
る
も
の
は
、
柄
鏡
形
倣
石
住
居
跡
と
呼
ば
れ
る
細
文
時
代
中
期
（
約

四
千
年
前
）
の
住
居
跡
を
、
発
掘
し
た
時
の
状
態
で
移
し
替
え
た
も
の
で
あ

る
。
純
文
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
は
地
而
を
掘
り
込
ん
だ
だ
け
の
作
り
方
が
多

い
が
、
こ
こ
で
は
床
に
数
多
く
の
川
原
石
が
平
に
敷
か
れ
て
い
る
。
石
の
上

ふ
か
臆
ら
が
た

ふ
ら
い
し

摺
仙
い
性
き
ふ

に
は
深
鉢
形
土
器
が
慨
か
れ
、
縁
石
の
間
か
ら
は
打
製
石
斧
が
発
見
さ
れ
た
。

円
形
部
分
の
中
央
に
は
炉
が
作
ら
れ
、
突
き
出
し
た
部
分
に
は
深
鉢
形
土
器

円
形
部
分
の
中
央
に
は
炉
が
作
ら
れ
、
突
些

が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

、
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
細
文
時
代
の
竪
穴
住

居
跡
が
八
十
軒
程
発
見
さ
れ
た
。
今
か
ら
約

九
千
年
前
と
四
千
年
前
の
も
の
と
考
れ
る
。

一
時
期
の
ム
ラ
の
住
居
の
数
は
十
軒
程
度

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

、
当
時
の
こ
の
辺
り
は
、
豊
か
な
森
や
水
に

恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
が
、
暑
さ
寒
さ

の
厳
し
い
自
然
の
中
で
、
人
々
は
力
を
合

わ
せ
て
木
の
実
や
草
の
根
を
集
め
た
り
、
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
狩
る
な
ど
、
た
く
ま
し
く

生
き
ぬ
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

む
さ
し
だ
い
い
せ
き
し
き
い
し
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

武
蔵
台
遺
跡
敷
石
住
居
跡

（
雪

｝

》

一

一

｝

厚司弓▲

4.000年前のムラ

敷石住居跡

台



○
鎌
倉
街
道
沿
い
に
残
る
貴
重
な
中
世
の
遺
跡

回
濡
詑

画

、
こ
の
塚
（
臨
土
遺
構
）
は
底
面
一
辺
約
二
十
二
ｍ
、
商
さ
約
三
ｍ
で
、
一
辺

約
七
ｍ
の
平
地
な
頂
部
を
有
す
る
方
錐
体
に
復
元
さ
れ
、
周
囲
の
地
山
屑
（

ど
と
う

黒
褐
色
土
）
を
削
っ
た
土
で
築
か
れ
て
い
る
。
旧
来
「
土
塔
」
と
い
わ
れ
、

国
分
寺
に
関
係
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
二
度
に
及
ぶ
発
堀
調
査

の
結
果
、
中
仙
（
十
四
・
十
五
世
紀
頃
）
に
お
い
て
極
左
の
祈
願
の
成
就
を

し
ゆ
は
う
鴬
ん

得
る
た
め
に
作
法
に
則
り
本
螺
に
対
し
祈
祷
す
る
た
め
に
築
か
れ
た
修
法
城

跡
で
、
伝
祥
応
寺
と
の
関
係
を
有
す
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

。
鉄
道
拡
張
工
率
に
伴
う
第
一
次
調
査
（
一
九
六
九
）
で
は
、
下
層
よ
り
平
安
時

代
竪
穴
住
居
跡
二
軒
、
盛
土
内
よ
り
明
銭
一
枚
、
頂
部
に
主
体
部
と
思
わ
れ

ぬ
い
び
ん

か
恥
吟
う
へ
い
し

る
粘
土
敷
き
硬
化
面
、
そ
の
付
近
よ
り
梅
瓶
型
瀬
戸
灰
軸
瓶
子
一
点
や
素
焼

き
の
土
師
質
土
器
細
片
数
点
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

塚

で
ん
し
よ
う
お
う
じ
あ
と

伝
祥
応
寺
跡

＝＝三一一一

、目一

義『
一馬L蕊埠-蝉L鯉ｌＩｈ
Ｔｒ虚虻陵d源ジピも

、
伝
祥
応
寺に

じ
が
ら
ん

・
本
跡
は
尼
寺
伽
藍
の
一
部
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
近
年
の
柵
査
に
よ
っ
て
、

鎌
倉
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
寺
跡
と
判
明
し
、
本
多
四
丁
Ｒ
の
祥
応
寺
の

前
身
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

・
旧
鎌
倉
街
道
と
言
わ
れ
る
切
り
通
し
に
東
而
し
て
、
土
塁
（
基
底
部
幅
三
ｍ

高
さ
一
、
二
ｍ
以
上
）
と
渉
と
で
東
西
三
十
ｍ
、
南
北
四
十
五
ｍ
の
長
方
形

の
区
画
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
大
小
十
五
個
の
礎
石
の
分
布
な

ど
か
ら
、
東
西
九
ｍ
、
南
北
十
八
ｍ
ほ
ど
の
規
模
の
堂
が
そ
の
中
央
に
あ
り
、

瓦
を
用
い
な
い
建
物
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ふ
う
た
く

・
出
土
品
に
は
鉄
製
風
鐸
、
板
碑
、
銭
貨
な
ど
が
あ
る
。

４

，
現
・
祥
応
寺

鎚
う
ば
く
し
ゆ
う

・
黄
蕊
宗
（
禅
宗
）
・
黒
金
山
と
号
す
。

・
祥
応
寺
は
、
本
多
（
国
分
寺
市
）
新
田
開
発
に
際
し
て
、
村
民
儀
右
術
門
が

深
川
海
福
寺
第
六
世
快
門
に
依
頼
、
開
山
創
建
と
な
っ
た
。

．
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
よ
る
縁
起

（
本
田
新
田
）
祥
応
寺

じ
よ
ら

枢
境
内
除
地
、
一
一
一
段
八
畝
、
村
の
西
に
て
国
分
寺
村
の
界
に
あ
り
。
黒
金
山

鑑
と
号
す
。
黄
梁
鑑
江
戸
本
所
羅
漢
寺
（
註
“
現
五
百
維
淡
寺
）
の
末
、

祷
客
殿
五
間
に
一
一
一
間
、
本
尊
釈
迦
木
の
坐
僅
長
一
尺
余
、
開
山
は
江
戸
深
川

鍔
海
福
寺
第
六
世
快
門
な
り
。
儀
右
術
門
開
発
の
後
此
僧
に
嘱
託
し
て
一
宇

を
起
立
せ
り
。
故
を
以
て
開
山
と
す
。
且
幸
に
村
里
に
廃
寺
あ
る
を
以
て

其
よ
し
を
訴
へ
上
て
、
旧
名
を
婆
へ
り
と
云
ふ
。

１
１

毒
謹
毒
漣
一
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陸
奥
国
へ

③
伝
鎌
倉
街
道
（
平
成
四
年
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
）

・
鎌
倉
時
代
、
群
府
の
侭
か
れ
た
鎌
倉
と
各
地
を
結
び
、
の
ち
に
「
鎌
倉
街
道
」

と
総
称
さ
れ
る
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
武
蔵
国
内
を
通
る
も
の

か
み
つ
み
ち

と
う
ざ
ん
ど
う
な
さ
し
み
ち

の
う
ち
、
上
道
（
律
令
制
下
の
東
山
道
武
蔵
路
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
）
は
特
に

有
名
で
あ
る
。

・
市
域
を
通
過
す
る
「
上
道
」
は
鎌
倉
か
ら
町
田
、
府
中
を
経
て
北
上
し
、
上

野
・
信
濃
に
至
っ
て
お
り
、
街
道
沿
い
に
有
力
御
家
人
が
勢
力
を
振
る
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
軍
事
的
に
も
重
要
な
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

・
市
内
の
「
上
道
」
の
道
筋
は
、
こ
の
切
り
通
し
を
含
め
て
部
分
的
に
伝
承
さ

れ
て
お
り
、
北
方
の
伝
祥
応
寺
跡
や
恋
ヶ
窪
廃
寺
跡
（
西
国
分
寺
駅
東
南
）

発
掘
調
査
の
結
果
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

路

で
ん
か
ま
く
ら
か
い
ど
う

伝
鎌
倉
街
道

昔を偲ぶ切り通し路

四

５

と
う
さ
ん
ど
う
む
さ
し
み
ち

③
東
山
道
武
蔵
路

・
七
世
紀
に
律
令
制
が
確
立
さ
れ
る
と
そ
れ
に
伴
っ
て
行
政
区
耐
の
盤
備
も
行

わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
五
紬
七
道
」
が
設
世
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
畿
内

以
外
の
岡
々
は
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
「
道
」
に
属
し
、
同
時
に
そ
れ
ら
の
国
の

国
府
を
結
ぶ
同
名
の
官
道
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

．
こ
の
際
、
武
蔵
国
は
相
模
国
に
東
接
す
る
海
沿
い
の
く
に
で
あ
っ
た
が
、
近

江
国
を
起
点
に
、
美
濃
図
・
飛
騨
国
・
信
濃
国
・
上
野
凶
・
下
野
国
・
陸
奥

国
（
当
時
は
ま
だ
出
羽
国
は
な
か
っ
た
）
と
本
州
の
内
陸
国
が
凧
す
る
東
山

道
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
道
と
し
て
の
東
山
道
に
も
こ
れ

ら
の
国
々
か
ら
大
き
く
外
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
武
蔵
国
の
国
府
を
結
ぶ
必
要

が
生
じ
た
。

・
普
通
官
道
は
地
理
的
制
約
か
ら
特
定
の
国
の
国
府
を
通
れ
な
い
場
合
、
支
道

を
出
し
て
対
処
す
る
の
が
定
石
で
あ
り
、
武
蔵
国
の
場
合
は
、
上
野
国
と
下

野
国
と
の
間
で
本
道
を
曲
げ
て
、
上
野
国
の
新
田
駅
か
ら
南
下
し
て
武
蔵
国

府
～
下
野
国
の
足
利
駅
と
い
う
ル
ー
ト
が
設
慨
さ
れ
た
。
こ
の
南
下
し
た
路

が
東
山
道
武
臓
路
で
あ
る
．

【
国
庁
（
こ
く
ち
よ
う
）
〕

国
司
（
こ
く
し
）
と
い
う
都
か
ら
来
た
役
人
が
儀
式
や
政
治
を
行
う
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
た
役
所
の
中
枢
施
設
を
い
う
。

【
国
術
（
こ
ぐ
が
ご

国
庁
の
周
囲
に
段
け
ら
れ
た
国
の
行
政
砺
務
を
行
っ
て
い
た
役
所
群

を
い
う
。

［
国
府
（
こ
く
ふ
ご

国
庁
・
国
喬
を
含
め
た
役
所
に
勤
務
し
て
い
た
役
人
の
館
や
、
兵
士

等
の
宿
舎
・
市
・
学
校
・
百
世
の
民
家
な
ど
を
含
む
範
囲
全
体
の
こ

と
を
い
う
。
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鎌 倉街道

権力者の関心となり、このため上道沿いでは幾多の戦いが行われてい
る。畠山重忠や新田絞貞らの武士、日蓮などの僧侶が上道に足跡を造し
ている‘，

鎌倉街道は、全国各地の拠点と鎌倉を結ぶ中世の幹線道路である。この
うち鎌倉街道上道は、鎚倉から武蔵国を縦断して上野国（群馬県）を経
由し、信濃国（長野県）に通じる道である。鎌倉時代の記録から、おお
よその経路を押さえることは可能である。
街道は、物資の輸送や人々の往来などの点で重要な役割を果たした。交
通の要衝を抑えることが支配の足がかりとなるため、幹線道路の掌握が

硬
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③
武
蔵
国
分
尼
寺
跡

み
こ
と
の
り

・
奈
良
時
代
中
頃
、
聖
武
天
皇
の
麺
叩
に
よ
り
鎮
謹
国
家
を
祈
願
す
る
官
立
寺
院

と
し
て
阿
分
寺
（
僧
寺
）
と
あ
わ
せ
て
国
分
尼
寺
が
剛
ご
と
に
辿
立
さ
れ
た
。

に
じ

ば
つ
吋
め
つ
ざ
い
の
で
６

・
尼
寺
の
疋
式
縞
称
は
、
「
法
華
滅
罪
之
寺
」
と
定
め
ら
れ
た
。
よ
る
と
こ
ろ

の
「
法
華
経
」
は
女
人
成
仏
を
説
い
て
お
り
、
尼
寺
の
成
立
に
は
女
人
救
済

￥

を
願
う
光
明
皇
后
の
意
向
が
大
き
く
働
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
ん
ど
う

、
金
堂
跡
＊
（
光
明
皇
后
Ⅱ
聖
武
天
皇
の
皇
后
）

・
仏
殿
。
木
聴
を
お
祁
り
す
る
蝋
で
、
尼
寺
伽
藍
の
中
心
に
あ
る
蛾
も
大
き
な

瓦
葺
た
て
も
の
。
屋
根
の
大
き
さ
に
築
か
れ
た
高
さ
一
ｍ
ほ
ど
の
基
壇
上
に

建
て
ら
れ
た
。

ら
ん
せ
き
づ
み
さ
芝
ん

・
僧
寺
（
武
蔵
国
分
寺
）
と
同
じ
と
推
定
さ
れ
る
河
原
石
に
よ
る
乱
石
積
基
壇

あ
め
鈴
ら
い
し
し
き

や
雨
落
石
敷
、
階
段
な
ど
の
痕
跡
は
一
切
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
か
ろ
う

ぱ
ん
ら
く

じ
て
残
存
し
て
い
た
基
蹴
掘
り
込
み
部
（
版
築
土
）
の
規
模
と
地
上
部
の
規

模
を
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
て
東
西
二
十
六
・
七
ｍ
、
南
北
十
八
・
五
ｍ
の
復
元
。

よ
せ
む
れ

・
外
観
は
、
崖
根
を
帯
棟
造
、
正
面
間
口
の
柱
間
を
七
間
し
』
し
て
想
定
し
た
。

正
面
中
央
五
間
と
背
面
中
央
は
両
開
き
の
板
扉
。
こ
の
た
め
金
堂
内
部
に
は

薄
明
り
が
さ
し
、
一
扉
が
閉
ま
っ
て
い
て
も
真
っ
暗
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ

し
か
み
篭
ん

じ
よ
う
ふ
く

れ
る
。
広
い
堂
内
中
央
に
は
須
弥
鞭
が
据
え
ら
れ
、
丈
一
ハ
の
阿
弥
陀
三
聴
像

な
ど
の
仏
惚
が
安
世
さ
れ
て
い
た
。

に
ぱ
う

③
尼
坊
跡

・
尼
僻
の
住
ま
い
。
中
軸
線
上
に
の
っ
て
お
り
、
講
堂
の
背
後
に
趣
て
ら
れ
た
。

・
桁
行
約
四
四
・
五
ｍ
、
梁
行
約
八
。
九
ｍ
の
東
西
棟
礎
石
建
物
。
本
瓦
葺
、

む
さ
し
こ
く
ぶ
ん
に
じ
あ
と

武
蔵
国
分
尼
寺
跡

切
妻
造
。
柱
の
下
に
あ
っ
た
礎
石
七
○
個
は
全
て
失
わ
れ
た
が
、
基
礎
工
事

す
え
つ
け
ほ
り
か
怠

の
礎
石
据
付
掘
方
が
規
則
正
し
く
並
ん
で
い
る
。
半
数
弱
は
未
確
認
だ
が
、

全
て
の
柱
位
憧
が
復
元
で
き
る
。

・
掘
方
は
一
辺
一
・
三
～
一
・
七
ｍ
の
方
形
で
、
深
さ
○
・
七
ｍ
ほ
ど
堀
り
込

み
、
版
築
（
厚
さ
五
～
十
五
ｍ
の
土
を
一
胴
ず
つ
突
き
間
め
て
は
砿
ね
る
工

法
）
を
行
う
。
上
部
に
は
五
～
十
五
皿
大
の
川
原
石
を
多
数
入
れ
礎
石
を
安

定
さ
せ
た
。

・
部
屋
は
五
房
あ
り
、
昼
間
の
居
住
・
勉
学
の
間
や
寝
室
な
ど
の
場
で
あ
っ
た
。

・
旭
僻
の
定
員
は
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
の
国
分
寺
建
立
の
詔
に
十
人
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
僧
寺
の
綱
坊
が
尼
坊
と
同
じ
規
模
の
建
物
二
棟
で
、
側
侶

の
定
員
が
二
十
人
と
さ
れ
た
の
に
対
応
す
る
。

こ
う
ど
う

③
講
堂
鏡

・
講
堂
は
経
典
の
講
義
な
ど
を
行
う
建
物
。
往
時
の
規
模
に
復
元
さ
れ
た
金
７

堂
基
壇
と
尼
坊
と
の
櫛
は
広
く
空
白
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
軸
線
上
に
は

さ
よ
う
ぞ
う

識
堂
が
、
そ
の
東
西
に
は
鐘
楼
と
経
蔵
が
配
置
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

・
批
唯
の
基
壇
規
模
は
佃
寺
に
な
ら
っ
て
金
堂
よ
り
小
さ
く
想
定
し
、
東
西
二

十
二
ｍ
、
南
北
十
五
・
二
ｍ
と
し
た
。
な
お
、
建
物
外
観
は
府
柵
提
寺
縦
堂

な
ど
を
参
考
に
想
定
し
た
。
鐘
楼
は
時
刻
を
告
げ
る
鐘
を
釣
り
下
げ
た
建
物
、

経
蔵
は
大
切
な
経
巻
を
し
ま
っ
て
お
く
建
物
で
、
い
ず
れ
も
二
階
建
で
、
同

じ
大
き
さ
の
建
物
を
左
右
対
称
に
置
い
た
。

：
：
ん

②
中
門

”
金
蛍
・
尼
坊
を
結
ぶ
中
軸
線
上
に
設
け
ら
れ
た
門
。
間
口
九
・
八
ｍ
、
奥
行

六
・
八
ｍ
程
度
の
三
間
一
戸
の
八
脚
門
と
推
定
さ
れ
る
。
現
地
で
は
韮
蝋
上

に
レ
ン
ガ
で
表
示
し
て
い
る
。

回
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